
 

 

 

 

 

 

 

出来形計測  

 
簡単な入力例の流れに従って、設計データの確認、 

出来形計測などをおこなう操作を解説しています。 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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データ読み込み 

TS出来形計測で使用する基本設計データを読み込みます。 
 

1 

［観測パネル］をタップします。 1 
 

［土木］をタップします。 2 

［出来形］をタップします。 3 

1 - 1  基本設計データを読み込む 
サンプルの基本設計データ「路線縦横断計画サンプル.xml 」を読み込みます。 

 

 

1 

2 

3 

4 

［線形読込み］をフリックして、 

［基本設計データ読込み］を

選択します。 

4 

1 



  

 
 

「路線縦横断計画サンプル」 

をタップします。 
5 
 

［開く］をタップします。 6 

［OK］をタップします。 7 

6 

5 

インストール時にフォルダーを変更していなければ、 

「C:\FcApp\X-Field\Sample\基本設計データ」 

フォルダーに格納されています。 

7 
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設計データ確認 

読み込んだ基本設計データの情報を確認します。 

2 
［設計データ確認］をタップ 

します。 
1 
 

2 - 1  平面線形データを確認する 
基本設計データの平面線形データを確認します。 

詳細情報を確認します。 4 

2 

6 3 

5 

4 

［OK］をタップします。 

他の線形要素についても、 

同様な手順で確認できます。 

 

5 

1 

線形要素をダブルタップします。 3 

［平面線形］をタップして、平面 

線形の情報を確認します。 
2 

3 



  
2 - 2  縦断線形データを確認する 
基本設計データの縦断線形データを確認します。 

［縦断線形］をタップして、 

縦断線形の情報を確認 

します。 

 

 

1 
 

1 

6 2
6 

4 

3 

測点をダブルタップします。 2 

詳細情報を確認します。 3 
 

［OK］をタップします。 4 

4 



  
［縦断線形確認］をタップ

します。 
5 

5 

6 

7 

縦断線形を確認します。 6 

［閉じる］をタップします。 7 

5 



  
2 - 3  横断データを確認する 
基本設計データの横断データを確認します。 

［横断データ］をタップします。 1 
 

2 

1 

3 

6 5 

4 

6 

7 

CAD画面で、横断データを 

確認したい測点をタップします。 
2 

確認したい「横断構築形状」を 

ボタンで選択し、「左側」「右側」 

を選択します。 

3 

構成点の情報を確認します。 4 

構成点をダブルタップします。 5 

詳細情報を確認します。 6 

［OK］をタップします。 

他の構成点についても、同様

な手順で確認できます。 

7 

6 



  
2 - 4  基本設計データの詳細を確認する 
基本設計データの詳細を確認します。 

［路線詳細］［線形詳細］ 

［ブレーキ点一覧］ 

［主要点・中間点一覧］ 

［ファイル管理情報］［構築物 

情報］の各ボタンをタップして、 

基本設計データの詳細情報 

を確認します。 

1 
 1 

［路線詳細］ ［線形詳細］ 

7 



  
 

 

［ブレーキ点一覧］ 

［主要点・中間点一覧］ 

［ファイル管理情報］ 

［構造物情報］ 
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器械設置 

器械を設置します。ここでは、後方交会法で座標値を算出し器械点とします。 

3 
［観測パネル］をタップし、 

［出来形計測］をフリックして、 

［出来形計測］を選択します。 

1 
 

3 - 1  器械を設置する 
本書では任意点に器械を据え、後方交会法で座標値を算出し器械点とします。 

［後方交会法観測］をタップ

します。 
2 

1 

2 
3 

4 

［器械高］を入力します。 

ここでは「1.000」と入力します。 

 

 

3 

使用するTSの等級を選択 

します。 
 

4 

5 

［詳細］をタップします。 
 

5 
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［座標抽出］をタップします。 6 

7 

8 

9 

設置の基準点になる座標点の 

チェックをオンにします。 

ここでは「S1」と「S2」のチェック 

をオンにします。 

 

7 

［OK］をタップします。 

 
8 

［OK］をタップします。 

 
9 

6 

10 



  
10 目標高をタップします。 

【観測データ】 

水平角：  0.0000 

鉛直角： 90.0000 

斜距離： 17.905 

10 

 

12 

11
 

 

13 

 

14 

11 1つ目の基準点の目標高を 

入力します。 

ここでは「1.000」と入力します。 

 
 12 ［OK］をタップします。 

13 
 

1つ目の基準点を選択します。 

14 ［観測］をタップして観測します。 

ここでは、「デモ用」で解説 

します。 
 

11 



  
15 

 

【観測データ】 

水平角： 70.2958 

鉛直角： 90.0000 

斜距離： 14.927 

 

2つ目の基準点の目標高を 

入力します。 

 
15

 

 

16
 

 

17 

16 
 

 

2つ目の基準点を選択します。 
 

17 
 

［観測］をタップして観測します。 

 

18 

19 

18 
 

 

全ての基準点の観測を終了 

したら［入力確定］をタップ 

します。 
 

19 
 

後方交会法の場合は、器械を 

設置した時の誤差値が表示 

されます。 

確認して［OK］をタップします。 

これで器械の設置は完了です。 
 

12 



  
3 - 2  器械点の位置を確認する 
器械点の位置を確認します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

座標値、器械高を確認します。 3 
 

［閉じる］をタップして閉じます。 4 

1 

2 

［器械情報］をタップします。 2
 

 

4 

3 
 

トータルステーションの

等級は、ここでは確認の

みおこなえます。 

13 



  

【観測データ】 

水平角： 340.1543 

鉛直角：  90.4019 

斜距離：  84.4128 

 

 

出来形計測 

出来形を計測します。 

4 

観測する横断面を選択します。 

ここでは、「BP」を選択します。 
 

1 
 

4 - 1  出来形を計測する 
ここでは、1断面の構成点を全て計測します。 

2 

1 

3 

4 

観測する計測点をタップします。 
 

2 

目標高を入力します。 

ここでは「1.000」と入力します。 
 

3 

計測点にミラーを設置し、 

［観測］をタップして、観測 

します。 
 

4 
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［>>］をタップします。 

［<<］［>>］をタップすると、 

計測点の情報を切り替える 

ことができます。 

5 

5
6 

6 

7 

計測結果を確認します。 

（差が規格値より大きい場合は、 

赤で表示されます。） 

6 

結果がOKなら［登録］をタップ 

します。 

再観測する場合は、③～⑥の 

操作を繰り返します。 

7 
 

登録済みの測点には、 

ピンが表示されます。 
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  観測データサンプル（BP、NO5+20） 

計測点名 水平角 鉛直角 斜距離

XF5L_L5n3-L5n4 343.4209 90.4505 75.6395

L5n3 343.3903 90.4842 75.5996

L5n2 343.1924 90.4852 75.3476

L5n1 342.2940 90.4807 74.7263

F5n0 340.1634 90.4605 73.1876

R5n1 337.5757 90.5006 71.7656

R5n2 337.0312 90.5141 71.2500

R5n3 336.4105 90.5149 71.0491

XF5R_R5n3-R5n4 335.2944 89.3428 70.4219

NO.5+20

計測点名 水平角 鉛直角 斜距離

XF5L_L5n3-L5n4 340.1543 90.4019 84.4128

L5n3 340.1205 90.4425 84.3680

L5n2 339.5354 90.4432 84.1421

L5n1 339.0759 90.4348 83.5868

F5n0 337.0547 90.4149 82.2141

R5n1 334.5936 90.4514 80.9500

R5n2 334.1003 90.4633 80.4934

R5n3 333.5004 90.4639 80.3154

XF5R_R5n3-R5n4 333.4604 90.4224 80.2791

BP

計測方法について 

計測方法は、次のどちらでも可能です。 

1 断面の構成点を計測→ 

次の断面の構成点を計測→・・・ 

 

 

 

 

複数断面の法肩の構成点を計測→ 

複数断面の法尻の構成点を計測→・・・ 

 

NO.7

NO.8

NO.7

NO.8
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4 - 2  計測点を確認する 
計測点を確認します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

［計測データ一覧］をタップ 

します。 
2 

4 

3 

［管理断面］が選択されている

ことを確認します。 
3 

計測点を確認します。 4 

5 

確認を終了したら、［閉じる］を 

タップします。 
5 

17 



  

【観測データ】 

水平角： 348.0005 

鉛直角：  90.5352 

斜距離：  67.1492 

 

任意点出来形計測 

任意点での出来形を計測確認します。 

5 
 

［任意］をタップします。 1 
 

5 - 1  任意点での出来形を計測する 
任意点での出来形を計測します。 

1 
 
 

2 

3 

4 

［任意断面上を測定］が選択 

されていることを確認します。 
2 

目標高を設定します。 3 

任意点にミラーを設置し、 

［観測］をタップして観測します。 

 
 

4 
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測点名、累加距離を確認 

します。 
5 

 
 

5 
 
 

6 

［入力確定］をタップします。 6
 

 

7 
 

計測結果を確認します。 7

 
 

8 

計測結果がよければ［登録］を 

タップします。 

 

8
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5 - 2  計測点を確認する 
計測点を確認します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

［計測データ一覧］をタップ 

します。 
2 

4 

［任意断面］をタップします。 3 

計測点を確認します。 4 

5 

確認を終了したら、［閉じる］を 

タップします。 
5 

3 
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監督検査現場立会 

監督職員・検査職員の立会いの元に、出来形を計測確認します。 

6
 

 ［出来形計測］を左へフリック 

して、［出来形点検］を選択 

します。 
 

1 
 

6 - 1  出来形を計測する 
出来形を計測します。 

1 
 
 

2 

3 

4 

5 

観測する横断面を選択します。 

ここでは、「BP」を選択します。 
 

2 

観測する計測点をタップします。 

 
 
 

3 
 

目標高を設定します。 4 

計測点にミラーを設置し、 

［観測］をタップして、観測 

します。 
 
 

5 
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【観測データ】 

水平角： 340.1543 

鉛直角：  90.4019 

斜距離：  84.4128 

 

 

計測結果を確認します。 

（差が規格値より大きい場合は、 

赤で表示されます。） 
 

6 

7 

6 
 
 

計測結果がよければ［登録］を 

タップします。 

 

7 

点検済みの測点はピンの

表示色が変わります。 

22 



  計測方法について 

計測方法は、次のどちらでも可能です。 

1 断面の構成点を計測→ 

次の断面の構成点を計測→・・・ 

 

 

 

 

複数断面の法肩の構成点を計測→ 

複数断面の法尻の構成点を計測→・・・ 

 

NO.7

NO.8

NO.7

NO.8

観測データサンプル（BP、NO5+20） 

計測点名 水平角 鉛直角 斜距離

XF5L_L5n3-L5n4 340.1543 90.4019 84.4128

L5n3 340.1205 90.4425 84.3680

L5n2 339.5354 90.4432 84.1421

L5n1 339.0759 90.4348 83.5868

F5n0 337.0547 90.4149 82.2141

R5n1 334.5936 90.4514 80.9500

R5n2 334.1003 90.4633 80.4934

R5n3 333.5004 90.4639 80.3154

XF5R_R5n3-R5n4 333.4604 90.4224 80.2791

BP

計測点名 水平角 鉛直角 斜距離

XF5L_L5n3-L5n4 343.4209 90.4505 75.6395

L5n3 343.3903 90.4842 75.5996

L5n2 343.1924 90.4852 75.3476

L5n1 342.2940 90.4807 74.7263

F5n0 340.1634 90.4605 73.1876

R5n1 337.5757 90.5006 71.7656

R5n2 337.0312 90.5141 71.2500

R5n3 336.4105 90.5149 71.0491

XF5R_R5n3-R5n4 335.2944 89.3428 70.4219

NO.5+20
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6 - 2  計測点を確認する 
計測点を確認します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

［計測データ一覧］をタップ 

します。 
2 

4 

3 

［管理断面］が選択されている

ことを確認します。 
3 

計測点を確認します。 4 

5 

確認を終了したら、［閉じる］を 

タップします。 
5 
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データ書き込み 

読み込んだ基本設計データに、「出来形計測」「任意点出来形計測」「監督検査現場立会」のデータを加えて 
出力します。 

7
 

 ［基本設計データ書込み］を 

タップします。 
 

1 
 

7 - 1  基本設計データを出力する 
基本設計データを出力します。 

1 

4 

2
 

3 
 

出力先のフォルダーを指定

します。 
 

2 
 

ファイル名を入力します。 
 

3 

［保存］をタップします。 
 

4 
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